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進
主
要
国
中
、
最
速
の
ス
ピ

ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
む

日
本
。
内
閣
府
等
の
「
世
代

会
計
」（
各
個
人
が
そ
の
生
涯
の
間
に
政

府
に
支
払
う
負
担
〈
例
：
税
・
保
険

料
〉
と
政
府
か
ら
受
け
取
る
受
益

〈
例
：
年
金
・
医
療
・
介
護
〉
を
世
代

別
に
推
計
し
た
も
の
）
に
よ
る
と
、
60

歳
以
上
の
世
代
は
約
５
０
０
０
万
円
の

受
益
超
過
で
あ
る
一
方
、
20
歳
未
満
を

含
む
将
来
世
代
は
約
５
０
０
０
万
円
の

負
担
超
過
。
つ
ま
り
、
60
歳
以
上
と
将

来
世
代
と
の
世
代
間
格
差
は
約
１
億
円

に
も
達
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
当

然
「
政
治
」
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
60
歳
以
上
の

高
齢
層
が
有
権
者
に
占
め
る
割
合
が
増

加
し
、
高
齢
層
の
政
治
へ
の
影
響
力
が

今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
多
数

派
の
高
齢
層
に
配
慮
し
た
政
策
を
政
治

が
優
先
的
に
実
施
す
る
「
シ
ル
バ
ー
民

主
主
義
仮
説
」
で
あ
る
。

　
世
代
間
格
差
や
抜
本
的
な
財
政
・
社

会
保
障
改
革
が
進
ま
な
い
背
景
に
、
シ

ル
バ
ー
民
主
主
義
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
る
専
門
家
は
多
い
。
こ
れ
は
若
い

世
代
や
選
挙
権
の
な
い
将
来
世
代
に
過

重
な
負
担
を
先
送
り
し
て
い
る
姿
に
ほ

か
な
ら
ず
、
一
種
の
「
民
主
主
義
の
失

敗
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
現
在
の
状
況
は
ま
だ
シ
ル
バ

ー
民
主
主
義
の
初
期
段
階
に
す
ぎ
な
い
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
を
利
用
し
、

各
年
齢
層
が
全
有
権
者
に
占
め
る
割
合

を
推
計
す
る
と
、
60
代
以
上
の
有
権
者

が
占
め
る
割
合
は
、
２
０
１
０
年
の
34

・
９
％
か
ら
50
年
に
は
過
半
数
の
52
・

６
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
か
ら
日
本
は
世
界
に
類
を
見
な
い

「
超
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
」
の
時
代
に

突
入
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
世
代
間
の

政
治
力
を
均
衡
さ
せ
る
選
挙
改
革
と
し

て
、
有
権
者
の
人
口
構
成
比
に
応
じ
て

世
代
ご
と
に
議
席
数
を
配
分
す
る
「
世

代
別
選
挙
区
制
」
な
ど
を
提
唱
す
る
有

識
者
も
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
提

言
は
「
奇
策
」
と
扱
わ
れ
て
い
る
の
が

現
状
。
だ
が
、
超
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義

の
到
来
は
遠
い
将
来
で
は
な
い
。
財
政

・
社
会
保
障
の
抜
本
改
革
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ

の
意
思
決
定
の
土
台
と
な
る
民
主
主
義

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
い
ま
か
ら
十
分

な
議
論
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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